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けた基盤整備」（プロジェクトリーダー：小磯花絵，2014年 7月～ 2015年 8月）では，21世紀
* 本稿は国立国語研究所フィージビリティー型共同研究プロジェクト「均衡性を考慮した大規模日本語会話
コーパス構築に向けた基盤整備」（プロジェクトリーダー：小磯花絵，2014年 7月～ 2015年 8月）の研究成
果である。また，本稿の内容は，2015年 2月 24日に国立国語研究所で開催された第 123回 NINJALサロン
での口頭発表および 2015年 3月 10日に開催された第 7回コーパス日本語学ワークショップでの口頭発表（小
磯ほか 2015）の内容を加筆・修正したものである。これらの発表時に有益なコメントを下さった方々に感謝
申し上げる。





























Sakuraコーパス 18会話 大学生の会話 有
千葉大学 3人会話コーパス（伝・榎本 2014） 12会話
2時間
大学生の友人同士の会話 有
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項目 説明 回答方式 選択肢
形式 会話のタイプ 単一選択式 雑談，用談・相談，会議・会合，授業・
レッスン・講演
長さ 会話の長さ 単一選択式 5分未満，5～ 15分，15～ 30分，






モード 電話・ネットでの音声・映像会話 オプション式 （該当する場合に選択）
相手属性 外国人を含む会話 オプション式 （該当する場合に選択）
言語 外国語での・外国語を含む会話 オプション式 （該当する場合に選択）
表 3　会話状況の属性に関する調査項目
項目 説明 回答方式 選択肢
時間帯 会話が行われた時間帯 単一選択式 午前，午後，夜
場所 会話が行われた場所 単一選択式 自宅，職場・学校，公共商業施設，交通機関，それ以外の屋内，
それ以外の屋外
活動 会話中にしていた活動 単一選択式 食事，家事・雑事，身の回りの用事，療養，仕事・学業，
業務外・課外活動，社会参加，レジャー活動，付き合い，
移動，休息
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表 4　協力者の属性に関する調査項目
項目 説明 回答方式 選択肢
性別 協力者の性別 単一選択式 男性，女性
年代 協力者の年代 単一選択式 20代，30代，40代，50代，60代以上

































































■期間　2014年 11月 1日～ 2015年 2月 28日
■調査対象　首都圏（東京・神奈川・千葉・埼玉）に在住の 20歳以上の日本語母語話者 243人
に調査に協力してもらった。各世代（20代・30代・40代・50代・60代以上）の男女がそれぞ





























a） 協力者に，調査の手引き，調査票（1日 1冊，計 3冊），基本情報シート 1部を事前に郵送した。
b） 調査の手引きに目を通し，質問があれば電話あるいはメールで問い合わせるよう依頼した。




d）  調査日当日，協力者は調査票 1冊（38頁分）を携帯し，起床してから就寝までの間に行った
図 1　調査票のサンプル
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全ての会話について，会話の概要を記した上で，会話と会話状況に関する調査項目（表 2，3）
に回答してもらった。できるだけ一まとまりの会話が終了するごとに記録するよう依頼した。





　調査の応募者数は 266名，うち有効な回答者数は 243人（729日分，3日 /1人）であった（有













20代 30代 40代 50代 60代～ 合計
男性 会社員・役員・公務員・専門職 5 20 23 18 7 73（61.3%）
自営業 0 0 2 2 4 8  （6.7%）
パート・アルバイト 0 1 0 1 0 2  （1.7%）
専業主婦 0 0 0 0 0 0  （0.0%）
学生 18 0 0 0 0 18（15.1%）
無職・定年退職者 0 1 0 1 12 14（11.8%）
その他 0 0 0 2 2 4  （3.4%）
小計 23 22 25 24 25 119
女性 会社員・役員・公務員・専門職 5 11 4 2 4 26（21.0%）
自営業 0 1 2 0 1 4  （3.2%）
パート・アルバイト 1 5 8 12 4 30（24.2%）
専業主婦 1 5 8 8 11 33（26.6%）
学生 18 0 0 0 0 18（14.5%）
無職・定年退職者 0 0 1 1 2 4  （3.2%）
その他 0 3 2 1 3 9  （7.3%）
小計 25 25 25 24 25 124
合計 48 47 50 48 50 243
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5分未満 2,716（29.3%） 1～ 2時間 714（7.7%）
5～ 15分 2,640（28.5%） 2～ 5時間 340（3.7%）








1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人以上
5,257 1,713 932 392 254 129 81 58 40 388


















2 表 6～ 8は未回答を除く値を示す。
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表 14　活動（件 /割合）
食事 1,566（17.0%） 仕事・学業 2,331（25.3%） 付き合い 251  （2.7%）
家事・雑事 1,588（17.2%） 業務外・課外活動 118  （1.3%） 移動 1,069（11.6%）
身の回りの用事 501  （5.4%） 社会参加 97  （1.1%） 休息 1,187（12.9%）

















解析言語 RのMASSパッケージ中の mca関数と hclust関数を用いた。クラスター分析の結果か
ら大きく五つのクラスターに分類できることが分かった（図 2）。
表 13　場所（件 /割合）
自宅 3,237（35.0%） 交通機関 472（5.1%）
職場・学校 2,802（30.3%） それ以外の屋内 411（4.4%）
















長さ：5分未満 [～ 5 m]，5～ 15分 [～ 15 m]，15～ 30分 [～ 30 m]，30分～ 1時間 [～ 1 h]，
1～ 5時間 [～ 5 h]，5～ 10時間 [～ 10 h]
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　年代ごとに見た場合も同様に，職業の偏りに起因すると見られる傾向がうかがえる（図 4）。











が分かる 3。相手人数は，いずれの職種も 1人の場合が全体の半数以上（52.3～ 60.7%），2人以下












































































































































Burnard and Aston 1998）。






















































会話の件数 6割前後 3割前後 1割
































活動 場所 私的 公的 それ以外 私的 公的 それ以外 私的 公的 それ以外
会話の
件数
食事・休息 30%  5% 10%  5%  5% 5%
仕事・学業 15% 10%  5% 15% 40% 20% 0% 70% 10%
その他  5% 20%  0%  0% 15% 0%  0% 15%
会話の
長さ
食事・休息 30%  5% 20% 10%  5% 5%
仕事・学業 10%  5% 5% 10% 50% 15% 0% 70% 10%
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Survey of Conversational Behavior: 
Towards the Design of a Balanced Corpus of Conversational Japanese
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Abstract 
In this paper, we report on the activity of a preparatory project to build a large-scale corpus 
of conversational Japanese (NINJAL collaborative research project, 2014/7/1−2015/8/31). The 
overall aims of this project are: i) to establish a corpus design for collecting various kinds of 
everyday conversations in a balanced manner, ii) to develop a methodology of recording naturally 
occurring conversations, and iii) to create a transcription system suitable for effectively transcribing 
natural conversations. This report focuses on the first issue of establishing a corpus design. We first 
describe our survey of everyday conversational behavior, conducted with about 250 Japanese adults 
last year, in order to reveal how diverse our everyday conversational behavior is, and to build an 
empirical foundation for corpus design. The questionnaire included when, where, how long, with 
whom, and in what kind of activity informants were engaged in conversations. We found that 
ordinary conversations show the following tendencies: i) they mainly consist of chats, business 
talks, and consultations; ii) in general, the number of participants is small and the duration is short; 
iii) many conversations are conducted in private places such as homes, as well as in public places 
such as offices and schools; and iv) some questionnaire items are related to each other. Based on 
these results, we discuss how to design a balanced corpus of conversational Japanese.
Key words: survey of conversational behavior, corpus design, corpus of conversational Japanese
